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第一部 【企業情報】

 

第1 【企業の概況】

 

1 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第49期
第3四半期
連結累計期間

第50期
第3四半期
連結累計期間

第49期

会計期間
自 2020年 1月 1日

至 2020年 9月30日

自 2021年 1月 1日

至 2021年 9月30日

自 2020年 1月 1日

至 2020年12月31日

売上高 （百万円） 30,243 26,890 40,028

経常利益 （百万円） 1,127 1,114 1,385

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 934 705 1,104

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 612 749 798

純資産額 （百万円） 27,837 28,392 28,440

総資産額 （百万円） 33,361 35,273 33,771

1株当たり四半期（当期）純利益 （円） 38.65 28.56 45.62

潜在株式調整後1株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 83.39 80.44 84.16
 

 

回次
第49期
第3四半期
連結会計期間

第50期
第3四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年 7月 1日

至 2020年 9月30日

自 2021年 7月 1日

至 2021年 9月30日

1株当たり四半期純利益 （円） 8.00 2.28
 

(注) 1　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2　売上高には、消費税等は含まれておりません。

3　潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

2 【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な変

更はありません。

なお、第1四半期連結会計期間より、SPACE SHANGHAI CO.,LTD.の重要性が増したため、連結の範囲に含めておりま

す。
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第2 【事業の状況】

 

1 【事業等のリスク】

当第3四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経

営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識して

いる主要なリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。なお、新型コロナウイルス感染症拡大による事業への影響については引き続き注視してまいります。

 
2 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①財政状態の状況

（資産）

当第3四半期連結会計期間末における資産は、352億73百万円（前連結会計年度末比15億2百万円増）となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ19億39百万円増加し、239億73百万円となりました。主な要因は、現金及び預

金が1億80百万円、完成工事未収入金が12億47百万円減少したものの、未成工事支出金が31億23百万円増加したことに

よるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ4億36百万円減少し、113億円となりました。主な要因は、有形固定資産が1億

33百万円、無形固定資産が1億58百万円、投資その他の資産が1億44百万円減少したことによるものです。

（負債）

当第3四半期連結会計期間末における負債は、68億81百万円（前連結会計年度末比15億50百万円増）となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ22億33百万円増加し、63億32百万円となりました。主な要因は、未払法人税

等が1億61百万円減少したものの、工事未払金が11億95百万円、賞与引当金が2億75百万円、その他の流動負債が9億11

百万円増加したことによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ6億82百万円減少し、5億49百万円となりました。主な要因は、長期借入金が

60百万増加したものの、退職給付信託の設定により退職給付に係る負債が7億41百万円減少したことによるものです。

（純資産）

当第3四半期連結会計期間末における純資産は、283億92百万円（前連結会計年度末比48百万円減）となりました。

主な要因は、その他有価証券評価差額金が50百万円、為替換算調整勘定が58百万円増加したものの、利益剰余金が1億

42百万円減少したことによるものです。
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②経営成績の状況

・当第3四半期連結累計期間（2021年1月1日～2021年9月30日）の売上高は268億90百万円（前年同四半期比11.1％減）

となりました。外出自粛の長期化により消費者の生活様式が大きく変化していく中、当社グループを取り巻く事業

環境は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた顧客の投資抑制により、依然として厳しい状況が続いてお

ります。今後はワクチン接種の普及によって緩やかな回復が期待されているものの、同感染症は未だ収束の兆しが

見えておらず、先行きの不透明な状況が続くと予測されます。

・営業利益は10億93百万円（前年同四半期比0.1％減）となりました。昨年の新型コロナウイルス感染症拡大以降、継

続して社内体制を見直し、全面的なコスト削減に努めたことから、前年同四半期並みの水準を維持いたしました。

・経常利益は11億14百万円（前年同四半期比1.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は7億5百万円（前年同四

半期比24.5％減）となりました。

なお、当社グループはディスプレイ事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載に代えて、市場分

野別に記載しております。

 
市場分野別の売上高は次の通りであります。

区分

前第3四半期連結累計期間
(自　2020年 1月 1日
　至　2020年 9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年 1月 1日
　至　2021年 9月30日)

増減

売上高
(百万円)

構成比
(％)

売上高
(百万円)

構成比
(％)

売上高
(百万円)

増減率
(％)

複合商業施設

　・総合スーパー
6,045 20.0 5,589 20.8 △455 △7.5

食品スーパー

　・コンビニエンスストア
2,459 8.1 2,818 10.5 358 14.6

各種専門店 13,164 43.5 10,187 37.9 △2,977 △22.6

飲食店 4,254 14.1 2,650 9.9 △1,604 △37.7

サービス等 4,318 14.3 5,645 20.9 1,326 30.7

合計 30,243 100.0 26,890 100.0 △3,352 △11.1
 

 
・複合商業施設・総合スーパー分野では、生活必需品を取り扱う総合スーパーの受注が堅調に推移いたしました。し

かしながらショッピングセンターの新規出店数が減少傾向にあることに加え、新型コロナウイルス感染症拡大によ

る店舗休業やEC市場の拡大が影響し、売上高は減少いたしました。

・食品スーパー・コンビニエンスストア分野では、内食需要の高まり等の影響を受け、食品スーパーのリニューアル

案件の受注が堅調に推移したことから、売上高は増加いたしました。

・各種専門店分野では、家電量販店及びインテリア・家具専門店、ホームセンター等、巣ごもり需要の影響からコロ

ナ禍でも業績好調の分野においては受注が堅調に推移したものの、前年大型案件があったアパレルチェーンストア

の受注が落ち着きを見せたことから、売上高は減少いたしました。

・飲食店分野では、昨年の緊急事態宣言発令以降、業績悪化に伴う投資抑制が継続しております。

・サービス等分野では、サテライトオフィスをはじめとするオフィス関連の売上高が大きく伸長したほか、中期経営

目標のひとつである「オフィス・サービス空間の売上比率拡大」に向けた積極的な取り組みにより、教育関連施

設、医療施設、エンターテイメント施設等の受注が堅調に推移いたしました。
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(2)　経営方針・経営戦略等

　当第3四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第3四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 
(4) 生産、受注及び販売の実績

当第3四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 
(5) 主要な設備

当第3四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動はありません。

　

3 【経営上の重要な契約等】

当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第3 【提出会社の状況】

 

1 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,736,120

計 44,736,120
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第3四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2021年9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月9日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,600,319 26,600,319
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 26,600,319 26,600,319 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

（ライツプランの内容）

該当事項はありません。

 
（その他の新株予約権等の状況）

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年9月30日 － 26,600 － 3,395,537 － 3,566,581
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

 2021年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － ―

議決権制限株式（自己株式等） － － ―

議決権制限株式（その他） － － ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式
　　（単元株式数は100株）普通株式 1,907,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,584,300 245,843 同上

単元未満株式 普通株式 108,319 － 同上

発行済株式総数  26,600,319 － ―

総株主の議決権 － 245,843 ―
 

(注)「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、それぞ

れ4,400株及び61株含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決

権の数44個が含まれております。

 
 

② 【自己株式等】

 2021年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社スペース

東京都中央区日本橋
人形町3-9-4

1,907,700 - 1,907,700 7.17

計 － 1,907,700 - 1,907,700 7.17
 

(注) 株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が627株(議決権6個)あります。な

お、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式にそ

れぞれ600株及び27株含まれております。

 

2 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第4 【経理の状況】

 

1 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」（1949年建設省令第14号）により作成しております。

 

2 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9月30

日まで）及び第3四半期連結累計期間（2021年1月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、

有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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1 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年9月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 13,615,921 13,435,718

  受取手形 269,194 363,787

  完成工事未収入金 5,086,486 3,839,074

  未成工事支出金 2,811,100 5,934,853

  材料及び貯蔵品 9,004 8,644

  その他 245,409 394,846

  貸倒引当金 △3,030 △3,508

  流動資産合計 22,034,085 23,973,417

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,668,246 2,588,436

   土地 6,107,911 6,107,911

   その他（純額） 214,032 160,596

   有形固定資産合計 8,990,190 8,856,945

  無形固定資産   

   その他 880,367 721,379

   無形固定資産合計 880,367 721,379

  投資その他の資産   

   その他 1,931,045 1,724,733

   貸倒引当金 △64,426 △2,744

   投資その他の資産合計 1,866,618 1,721,989

  固定資産合計 11,737,177 11,300,313

 資産合計 33,771,262 35,273,731

負債の部   

 流動負債   

  工事未払金 1,895,159 3,090,721

  未払法人税等 185,623 24,037

  賞与引当金 95,595 371,159

  完成工事補償引当金 23,916 24,580

  受注損失引当金 9,000 20,234

  その他 1,889,987 2,801,894

  流動負債合計 4,099,281 6,332,629

 固定負債   

  長期借入金 － 60,000

  退職給付に係る負債 910,630 169,090

  長期未払金 317,677 317,677

  その他 3,238 2,247

  固定負債合計 1,231,546 549,016

 負債合計 5,330,827 6,881,645
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年9月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,395,537 3,395,537

  資本剰余金 3,602,545 3,604,653

  利益剰余金 22,647,054 22,504,426

  自己株式 △1,346,454 △1,340,496

  株主資本合計 28,298,681 28,164,120

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 134,813 185,449

  為替換算調整勘定 △40,496 17,945

  退職給付に係る調整累計額 29,844 7,461

  その他の包括利益累計額合計 124,162 210,856

 非支配株主持分 17,591 17,108

 純資産合計 28,440,435 28,392,085

負債純資産合計 33,771,262 35,273,731
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第3四半期連結累計期間
(自 2020年1月 1日
　至 2020年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2021年1月 1日
　至 2021年9月30日)

売上高   

 完成工事高 30,243,439 26,890,713

売上原価   

 完成工事原価 27,161,160 23,929,950

売上総利益 3,082,278 2,960,762

販売費及び一般管理費 1,988,039 1,867,584

営業利益 1,094,238 1,093,178

営業外収益   

 受取利息 2,354 246

 受取配当金 14,122 9,872

 為替差益 － 5,424

 受取保険金 7,509 388

 雇用調整助成金 13,005 6,434

 その他 16,623 10,842

 営業外収益合計 53,614 33,208

営業外費用   

 支払利息 3,309 3,476

 売上割引 5,232 3,930

 支払手数料 1,984 2,368

 その他 9,470 2,400

 営業外費用合計 19,995 12,175

経常利益 1,127,858 1,114,211

特別利益   

 投資有価証券売却益 250,450 6,260

 特別利益合計 250,450 6,260

特別損失   

 減損損失 ※1  27,720 －

 投資有価証券評価損 669 －

 特別損失合計 28,390 －

税金等調整前四半期純利益 1,349,918 1,120,471

法人税、住民税及び事業税 481,675 236,567

法人税等調整額 △57,754 178,762

法人税等合計 423,920 415,329

四半期純利益 925,997 705,141

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △8,058 △483

親会社株主に帰属する四半期純利益 934,056 705,624
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【四半期連結包括利益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第3四半期連結累計期間
(自 2020年1月 1日
　至 2020年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2021年1月 1日
　至 2021年9月30日)

四半期純利益 925,997 705,141

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △292,161 50,636

 為替換算調整勘定 △14,426 16,041

 退職給付に係る調整額 △7,277 △22,383

 その他の包括利益合計 △313,865 44,294

四半期包括利益 612,132 749,435

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 620,191 749,919

 非支配株主に係る四半期包括利益 △8,058 △483
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

第1四半期連結会計期間より、SPACE SHANGHAI CO.,LTD.の重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 
 (追加情報)

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

 

1．連結の範囲に関する事項

 連結子会社の数及び連結子会社の名称

①連結子会社の数 3社

②連結子会社の名称 SPACE JAPAN CO.,LTD.

 株式会社エム・エス・シー

 SPACE SHANGHAI CO.,LTD.
 

 
 

2．連結子会社の四半期決算日等に関する事項

　連結子会社のうち、株式会社エム・エス・シーの四半期決算日は2021年8月31日であります。四半期連結財務諸

表の作成にあたっては、連結子会社の四半期決算日現在の財務諸表を使用しております。ただし、四半期連結決

算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

　なお、SPACE JAPAN CO.,LTD.及びSPACE SHANGHAI CO.,LTD.の四半期決算日は、四半期連結決算日と一致してお

ります。

 
（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響の収束時期等を含む仮定及び

会計上の見積りについて、重要な変更はありません。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※1 減損損失

前第3四半期連結累計期間（自 2020年1月1日 至 2020年9月30日）

前第3四半期連結累計期間において、当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

 （1）減損損失を認識した資産

種類 金額

のれん 27,720千円
 

 （2）減損損失の認識に至った経緯

当社グループの一部の子会社において、株式を取得した際に超過収益力を前提としたのれんを計上しておりました

が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響などを踏まえて将来の収益見通し及び回収可能性を勘案し、回収可能価額

をゼロとして減損損失を計上しております。

 （3）資産のグルーピング方法

当社グループは、原則として継続的に収支の把握を行っている管理会計上の区分を考慮し、資産のグルーピングを

行っております。

 
当第3四半期連結累計期間（自 2021年1月1日 至 2021年9月30日）

該当事項はありません。
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 (四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、 次の通

りであります。

 
前第3四半期連結累計期間
(自 2020年 1月 1日
 至 2020年 9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2021年 1月 1日
 至 2021年 9月30日)

減価償却費 265,914千円 309,412千円

のれんの償却額 5,040千円 －千円
 

 

 (株主資本等関係)

前第3四半期連結累計期間（自 2020年1月1日 至 2020年9月30日）

1　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年3月27日
定時株主総会

普通株式 652,354 27 2019年12月31日 2020年3月30日 利益剰余金

2020年8月7日
取締役会

普通株式 386,722 16 2020年6月30日 2020年9月10日 利益剰余金
 

 
2 基準日が当第3四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期連結会計期間の末

 後となるもの

該当事項はありません。

 

当第3四半期連結累計期間（自 2021年1月1日 至 2021年9月30日）

1　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年3月30日
定時株主総会

普通株式 444,762 18 2020年12月31日 2021年3月31日 利益剰余金

2021年8月6日
取締役会

普通株式 444,634 18 2021年6月30日 2021年9月10日 利益剰余金
 

 
2 基準日が当第3四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期連結会計期間の末

 後となるもの

該当事項はありません。

 

 (セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第3四半期連結累計期間（自 2020年1月1日 至 2020年9月30日）　

当社グループは、ディスプレイ事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

 

当第3四半期連結累計期間（自 2021年1月1日 至 2021年9月30日）

当社グループは、ディスプレイ事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。
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 (1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

　

項目
前第3四半期連結累計期間
(自 2020年 1月 1日
 至 2020年 9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2021年 1月 1日
 至 2021年 9月30日)

 1株当たり四半期純利益 38円65銭 28円56銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 934,056 705,624

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

934,056 705,624

普通株式の期中平均株式数(株) 24,165,663 24,700,261
 

(注) 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

　

 (重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
2 【その他】

第50期（2021年1月1日から2021年12月31日まで）中間配当については、2021年8月6日開催の取締役会において、

2021年6月30日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次の通り中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　  444,634千円

②　1株当たりの金額 　　　　　　　　　　　　　　　   18円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　  2021年9月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年11月8日

株　式　会　社 　ス ペ ー ス

 　取　 締　 役　 会 　　御　中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

東　 京　 事　 務　 所
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　　川　　 正  行 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 早 稲 田    　 　宏 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スペース

の2021年1月1日から2021年12月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9月30日ま

で）及び第3四半期連結累計期間（2021年1月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スペース及び連結子会社の2021年9月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め
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られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

(注) 1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

2．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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